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よ
く
晴
れ
た
７
月
２
２
日（
金
）の
朝
か
ら
、
盆
踊
り

会
場
で
あ
る
高
岸
南
公
園
で
の
会
場
設
営
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

地
元
高
岸
町
の
み
な
さ
ん
、セ
ン
タ
ー
職
員
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
で
暑
い
中
協
力
し

て
、テ
ン
ト
立
て
や
ス
テ
ー
ジ
設
営
、提
灯
を
吊
る
し

た
り
と
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。夕
方
に
は

す
っ
か
り
会
場
が
出
来
上
が
り
、
お
祭
り
ム
ー
ド
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

本
番
当
日
２
３
日
も
暑
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

音
響
機
材
の
準
備
や
出
演
者
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
経

て
、
開
場
の
５
時
に
楽
団Ave Covo

の
演
奏
に
よ

る
町
内
練
り
歩
き
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

開
演
の
６
時
に
は
暑
さ
も
随
分
和
ら
ぎ
、
音
頭
バ
ン

ド「
サ
ン
ポ
ー
ヨ
シ
」に
よ
る
懐
か
し
い
歌
の
演
奏
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
に
音
頭
取
り
「
わ
だ
こ
」
が

加
わ
り
、江
州
音
頭
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

参
加
者
も
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
踊
り
の
輪

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
志
賀
國
天
寿
一
門
会
の
音
頭
取
り
の
方
が

入
れ
替
わ
り
音
頭
を
取
り
、
さ
ら
に
踊
り
の
輪
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

浴
衣
や
ジ
ー
ン
ズ
、
み
ん
な
思
い
思
い
の
格
好
で
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
楽
し
そ
う
に
踊
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。踊
り
の
得
意
な
人
は
自
然
と
隣
の

人
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
に
と
、
丁
寧
な
ス
テ
ッ
プ

を
踏
ん
で
い
る
場
面
が
何
度
も
見
ら
れ
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
盆
踊
り
大
会
は
続
き
ま
し
た
。

盆
踊
り
大
会
も
大
詰
め
、
一
門
会
か
ら
早
浪
美
加
さ

ん
、
志
賀
國
天
寿
さ
ん
の
音
頭
で
盛
大
に
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
の
べ
５
０
０
人
と
い
う
た
く
さ
ん
の
方
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
色
々
と
お
手
伝
い
し

て
い
た
だ
い
た
高
岸
町
の
み
な
さ
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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復活！錦林盆踊り大会2016 開催
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ガソリンスタンド

地域活動の活性化に向けて　　　　

　昨年に引き続き、高岸町自治会と手を組んで盆踊り大会を開催し、地域
内外の多くの方に盆踊りを楽しんでいただくことができました。多くの
人が笑顔になれるお祭りは気持ちのいいものです。
　でも、その一方でお祭りを支えるのはなかなか大変なことだと感じて
いる人もいたことでしょう。私も私が暮らす地域のお祭りに設営や運営
のボアンティアとして関わっていますが、貴重な休日を犠牲にして、酷暑
のなか一日働くのは正直大変です。しかし、地域の子供が年々少なくなる
中、帰省してきた子供達が地元の子供達に混ざって楽しそうに遊ぶ光景
は、とてもいいものです。行事の必要性を実感します。ところが、こうした
行事の担い手は、どんどん高齢化しています。現役世代は若くなるにつれ
人数が減り、地域活動に関与したがらない傾向も見受けられます。こうし
た状況では、祭りはおろか、防災、防犯、まちづくりなど地域自治活動その
ものが縮小する恐れもあります。外部の団体や人材と連携しながら、地域
力の維持に努めるなどの新たな対策の必要性が増していると感じます。
例えば地域のお祭りを通じての、地元自治会と外部の団体との関係づく
り、や新たな地域活動の担い手育成は、近い将来の地域自治のあり方を見
据えたチャレンジとも言えるのではないでしょうか。

● 施設の貸し出し
　料金（1時間）　
　会議室・和室：１００円　
　集会室：２００円
　多目的ホール・料理室：５００円 
● 市民活動に関する相談
● 市民活動に関する情報公開
● 貸しロッカー（８００円 /月）

左京東部いきいき市民活動センター
〒606-8432 京都府京都市左京区鹿ケ谷高岸町3-2
TEL：075-761-1385／ FAX：075-752-3350
MAIL：info@se-ikiiki.com
URL：http://gekken.net/SE_IKIIKI/
開館時間：１０時～２１時（日曜日は17時まで）
休館日：火曜日・年末年始（12／ 29 ～ 1 ／ 4）
　　　　※高齢者ふれあいサロンは１０時～１６時半
　　　　火曜日、日曜日及び年末年始が休館日です。

アクセス：京都市営地下鉄　蹴上駅より徒歩１５分
　　　　　バス停「東天王町」より徒歩５分
※駐車場はございませんので、公共交通機関もしくは最寄りのコインパーキングをご利用ください。

市民活動を活性化するための
事業運営・市民活動に関する
相談・施設の貸出しをおこなっています。
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　センター長　杉山準

COLIMN
センター長のいきいきコラム

左京東部いきセンをスタートして、醍醐いきセンをゴールするウォーキ
ングを行います。南禅寺や醍醐寺といった名所も回りますが、地域に暮
らしている高齢者の方に、場所にまつわる思い出を伺いながらまちをめ
ぐります。昔の様子に思いを馳せながら、楽しくまちを歩きませんか。

昨年に実施した、地域のシニア世代へのインタビュー企画が、今年も動
き出しています。『まちの思い出展示会』という名前で１１月に催される
この企画は、錦林・醍醐地域にお住まいの方から地域の思い出話をお聞
きし、それらを写真とともに展示するというものです。史実や資料が
残っている歴史の話ではなく、あくまで個人的なお話であることが重要
です。その地で生活してきた方の「生の声」を集めた展示を、ぜひご覧く
ださい。

日時：平成 28年 11月 5日（土）～20日（日）10時～21時（日曜日は 17時まで）火曜日休館
場所：左京東部いきいき市民活動センター エントランス　　参加費：無料
お問い合わせ：左京東部いきいき市民活動センター　（075-761-1385）

今年の園芸は、キュウリ、ミニトマト、ロベリアに新たに挑戦し、
前回に引き続いてひょうたんも育てていきました。

去年から貯めておいた落ち葉を土に混ぜたりして土作りを工夫
しようとしましたが、逆にダンゴムシが増え、根っこが食べられ
てしまったりと苦戦もしました。次回に向けての反省点です。
そんな中、生き残ったキュウリやミニトマトは勢いよく育って
くれ、たくさんの実をつけてくれました。
また、ロベリアは種から（とてもとても小さいです。0.1mmくら
い。）育てています。種まきの時期が遅かったため、これから花を
つけていってくれるか、というところ。エントランスに咲いてい
る小さな花を見つけたら、「成功したんだな」と心の中で思って
いただければ幸いです。

来年は、何を植えようか考えています。
ご意見お待ちしています。

（そういえば、今年は剪定にも挑戦しました。垣根（カイヅカイブ
キ）をザクッと刈ってやりましたが、枯れてきているところもあ
り心配なところ。スキルを向上させていきたいと思います。）

京都おさんぽコレクション 
「 思い出のまちめぐり 錦林ー醍醐 」

INFORMATION

まちの思い出展示会
INFORMATION

今年の園芸レポート
REPORT

日時：10月 15日（土）10時 30分～15時　　予備日：荒天の場合は翌日に延期
持ち物：交通費（地下鉄代）、昼食　　申し込み：9月 15日から受付開始 (定員２０名 )
お問い合わせ：左京東部いきいき市民活動センター　（075-761-1385）
コース：左京東部いきセン→白川→哲学の道→南禅寺→国際交流会館（昼食）
　　　　蹴上駅から地下鉄東西線醍醐駅醍醐寺→一言寺→醍醐いきセン（解散）


